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１． 研究計画の概要 
 
（１） 長期間の運動トレーニングがメンタルヘル

スの改善に及ぼす影響を、既存の測定・分

析方法とは異なる最新技術で検討し、従来

の実験方法では捉えることが出来なかった

生体応答から運動による「メンタルヘルス改

善」の新たな基準を作成する。 
（２） 長期間の運動トレーニング及び一過性の運

動が脳神経細胞の構造、機能的変化及び

自律神経機能に及ぼす影響を分子・細胞

レベルにおいて検討し、運動によるメンタル

ヘルス改善のメカニズムの一端を明らかに

する。 
（３） 「メンタルヘルス改善のための運動処方プ

ログラム」を基本とした次世代のプログラム

開発に直結する実用的な研究技術・手法

の開発を行う。 
 
２． 研究の進捗状況 
 
（１） 実験動物を対象とした研究 

ストレスに対する生体反応の老化制御を解

明するために、筋損傷モデルと遺伝子発現

の分析・解析システムを利用して実験を行

った。筋損傷は前脛骨筋に 0.5%ブピバカイ

ンを 0.5ml 投与して誘発し、損傷前および

損傷 3 日後の前脛骨筋を摘出した。摘出筋

より total RNA を抽出し、各種炎症マーカー

の遺伝子発現について検討を行った。高齢

期の骨格筋では、損傷前の炎症マーカー

遺伝子発現が、若年期と比較して高いレベ

ルであった。若年期の骨格筋では、筋損傷

後に各種炎症マーカーの遺伝子発現が安

静時レベルに比較して 5倍から50 倍に上昇

した。また、高齢期の骨格筋では、筋損傷

後の炎症マーカーの遺伝子発現が軽減さ

れていることが認められた。特に、炎症に重

要な役割を担うマクロファージ関連の炎症

性サイトカインやケモカインの遺伝子発現の

上昇が抑制された。骨格筋は、再生能力の

高い組織であるが、その再生能力は加齢に

より失われていくことが知られている。本研

究は、筋損傷後の回復・再生過程における

生体反応、特に炎症作用が、加齢に伴い低

下することを示唆するものである。 
 
（２） ヒトを対象とした研究 

ポジトロン断層装置（PET）を用いて運動時

及び運動後の大脳基底核におけるドーパミ

ン神経活動を観察した。ドーパミン D2 受容

体のリガンドである 11C-raclopride を用いて

運動時のドーパミン神経活動を観察した。

被験者は健康な男子 8 名であった。被験者

には安静時と運動中に計2回のPET検査を

行った。運動強度は 55%VO2max であり、運

動時間は 50 分間であった。raclopride は運

動開始 20 分目に投与した。raclopride の結

合能は安静時に比較して、運動時に有意

に増加した。中強度の運動時にはドーパミ

ン神経活動が亢進したことから、有酸素運

動による情動改善のメカニズムの一端が明

らかとなった。 
 



３． 現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している 

研究開始直後から実験が順調に遂行され、

国内外の学会大会において年間 30 回を超える

発表を行い、発表した研究結果は原著論文とし

て常時公表している。最終年度についても同様

に研究成果の公表を予定している。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
 

各研究機関と連携し、リサーチ・リソースを集

約し、メンタルヘルス改善に効果的なテーラーメ

ード型の運動処方プログラムを開発して公表す

る。運動処方プログラムによって運動による心理

的・精神的トラブルの改善など、全ての国民の健

康の維持・増進に寄与すると共に、本学並びに

連携研究機関によって集約されたリサーチ・リソ

ースを基にして、国内外における戦略的研究拠

点を形成する。 
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